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研究成果の概要（和文）：幼児期から学齢期の子供の対人的な言語使用（語用）能力の発達を測定する、比喩・
皮肉・間接依頼などの非字義言語、丁寧さの調節という文脈の利用を含む、27項目からなるアニメーションを用
いた、インターネットで実施可能な「ことばのつかいかたテスト」を作成した。幼児期後半から小学校前半にか
けて発達する能力が把握でき、自閉症スペクトラム障害と定型発達とを判別できるテストとなった。また、子ど
ものコミュニケーション・チェックリスト（CCC-2)との関連を分析したところ、CCC-2が測定している能力と一
定の重複がみられながらも、両者の成績の相関係数は低く、CCC-2とは別の能力を測っていることが明らかにさ
れた。

研究成果の概要（英文）：Japanese test of pragmatic language was developed to assess preschool and 
school-age children. The test contains items to evaluate figurative language such as metaphor, 
irony, and indirect request other than politeness control and the like.
The test was revealed to hit the development of pragmatic language from preschool to lower grades of
 elementary school and to discriminate children with autism spectrum disorder from typically 
developing children. The correlation coefficients between the test and Children's Communication 
Checklist-2 were relatively low while some of them were significant. The test was considered to 
identify children with ASD from a different angle than CCC-2.   

研究分野：特別支援教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもの語用能力発達を測定するテストが、子どものコミュニケーション・チェックリスト（CCC-2)やTOPLなど
世界的に見てもわずかしかない中で、新たに開発された「ことばのつかいかたテスト」は、オンラインで短時間
で簡便に語用能力を測定でき、子どものこの面での発達に注意すべき点があるか否かを把握できる。このテスト
は、字幕と音声付き動画で幼児でも興味をもって取り組むことができるだけでなく、自閉症以外の読み書き障害
を含む学習障害の子ども、聴覚障害の子ども、言語障害の子ども等幅広い範囲に適用できる。今後の語用能力発
達の研究に活用できるとともに、各種発達障害のスクリーニングにも役立つことが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 子どもの語用能力発達を測定できる検査は世界的に見てもわずかしかないうえに、それぞれ
に課題を抱えていた。もっとも有用と認められているのは子どものコミュニケーション・チェ
ックリスト第二版（CCC-2）であったが、親や担任教師などが子どもの日常的なコミュニケー
ション行動から受ける印象に基づいて評定する方法をとっており、直接子どもの語用能力を遂
行から判断するものではなかった。子どもの語用論的な遂行を測る検査としては Test of 
Pragmatic Language（TOPL）及びその第二版 TOPL-2 があったが、TOPL は自閉症の判別
において CCC-2 より劣っており、TOPL-2 が CCC-2 より性能が高かったのは、発現率が極小
のウィリアムズ症候群に限られていた。さらに、これらは英語版で日本語のものはない。日本
語で子どもの遂行を直接測るものとしては安立ら（2006）が試作した比喩皮肉テスト（MSST）
があるが、標準化されていないだけでなく、試作版でも高機能自閉症と注意欠如多動症を弁別
できなかった。 
 日本語で子どもの語用能力の発達を評価するものとして研究代表者らは、・子どものコミュニ
ケーション・チェックリスト（CCC-2）日本語版を作製した（大井ら、2016）。そこで新たに
確認できたことは CCC-2 がカバーしているのは、語用論の主要な関心事項とは必ずしも一致
しない、臨床的な語用障害を代表する事項であったいう点である。「場面に不適切な話し方」「定
型化された言葉」「非言語コミュニケーション」はいずれも自閉症やその類似状態のケースで見
られる症状を想定したものである。唯一「文脈の利用」だけは語用論の主要関心事項を扱って
いた。 
 ただし語用能力評価法をめぐるこのような事態は、研究者の怠慢というわけでは全くなく、
語用論が取り扱うコミュニケーション行動が極めて多面的で、広範囲にまたがるからである。
このような対象を少数のパラメタに絞った検査で測定しようとするのはハードルが高いという
ことは否めない。 
 
２．研究の目的 
 子どもの遂行を直接測定できる語用能力検査「ことばのつかいかたテスト」を開発し、その
信頼性と妥当性を検証する。合わせて、子どもの語用能力を質問紙法で間接的に測定する、子
どものコミュニケーション・チェックリスト（CCC-2）日本版の性能を吟味し、「ことばのつ
かいかたテスト」に対する子どもの反応との関連を検証する。 
 
３．研究の方法 

CCC-2 日本版の作成時に得た標準化サンプル 20000 名以上と、作成後に得た自閉症群・言
語障害群・定型発達群約 180 名を対象に、主成分分析と確証的因子分析を実施し、CCC-2 の主
要パラメタである一般的コミュニケーション能力（GCC）の量的特徴を検証する。さらにこれ
とは別に得た自閉症群約 130 名の CCC-2 日本版の成績のクラスター分析を行い、自閉症のコ
ミュニケーション障害のサブタイプを抽出する。 
「ことばのつかいかたテスト」の開発のために、東京都の小学校・中学校に設置されている

「きこえの教室」「ことばの教室」を担当する教員約 300 名にアンケートを実施し、学齢期の
コミュニケーション障害を持つ子供が示す不適切さを明らかにする。 

この調査の結果を踏まえて、上記のような語用論の検査への乗りにくさを考慮して、発達研
究ではもっともよく取り扱われている非字義言語と、それとは次元が異なる丁寧さの調節、及
びそれらのいずれでもない語用論の複数の領域をカバーする下位検査項目を考案する。 

これらの下位項目を描写するアニメーションと音声からなる刺激を作成し、一般小学生 100
名程度、その母親 100 名程度、自閉症児 40 名程度、一般幼稚園児 50 名程度に実施する。 
その結果について、テトラコリック相関係数（データが名義尺度となるため）によるα係数

の算出とカテゴリカル因子分析を行なう。さらに自閉症群とそれ以外の定型発達群の比較も行
う。同時に「ことばのつかいかたテスト」の成績と CCC-2 の GCC 及び語用能力４下位尺度の
評価点との相関を分析し、両者の関連を検証する。また、判別分析及び ROC 分析を実施し、「こ
とばのつかいかたテスト」の自閉症判別性能と CCC-2 日本版の判別性能を比較する。 
 
４．研究成果 
 CCC-2を 3歳から 12歳の知的障害がない自閉症児 113名に実施した結果のクラスター分析を
行ったところ、2 クラスターが得られた。これら２クラスターの間には CCC-2 の下位尺度の平
均評価点の多くに差が見られた。一方のクラスターは言語能力が低く自閉症状がより重度なも
の、他方のクラスターは相対的に高い言語能力を持ち自閉症状が軽度なものからなっていた。
二つのクラスターに属する自閉症児の知能には差がなかった。自閉症のサブタイプの区分の次
元として語用能力を中心とする言語能力が有力と示唆された（図１）。 

375 名のきこえとことばの教室担任教員へのアンケート結果をオンラインタスクの選定に反
映させた。話題管理の不適切さ「そういえば」（借りた本の話をはぐらかすなど）、聞き手の状
態を考慮しない（授業中この問題の答え教えてといい隣の子が無視したのをいじめていると誤
解する）、前提非共有（日曜日にイオンにいったよ 誰と？ 太郎 それだれ？ だから太郎だ
よ）、心的語彙の誤用（大震災で大勢の人がなくなって僕は感動しました）、不適切な呼びかけ
形式（田中君の番だよとサイコロを渡すと、田中君の番ですという）、正直すぎる発言（自己紹



介ができなくて僕は僕はと言いよどむと、なんで名前いわないの？ときく）などである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 日本版 CCC-2を 3歳から 15歳の 22871名からなるナショナルサンプルにおいて養育者が評定
した。合わせて自閉症と言語障害の子どもの母親も評定した。ナショナルサンプルの結果は
CCC-2 の一般コミュニケーション得点が 1 因子構造であることを示すとともに、このベルカー
ブの内側に自閉症群と言語障害群がフィットし標準化群とオーバーラップすること（図２）を
明らかにした。また、社会的やりとり能力の逸脱群（SIDC)は自閉症と言語障害とが SIDC 連続
体の両端にいることを示した（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 図２ CCC-2の一般コミュニケーション能力（GCC）の標準化群と臨床群との量的連続性 
 
 語用論を幅広く測定する検査として、比喩・皮肉・間接依頼・丁寧さ・話題管理・聞き手の
状態・前提・心的語彙・呼びかけ形式・正直すぎ・談話意図を含む合計 27項目からなる「こと
ばのつかい方テスト」を作成し、インターネット上に課題のアニメーションと音声を搭載して、
102 名の一般小学生、102 名のその母親、39 名の幼稚園児、自閉症スペクトラム障害児 30 名、
その比較対照の定型発達児 16名にオンラインで実施した。総正答数は 4歳位から 9歳に急上昇
し、12 歳までゆるやかに増加した（図４）。得られた結果について、テトラコリック相関係数
に基づくα係数を算出したところ、全体項目（母親で正答率が 90％以下の 2項目を除く）で.95、
５つの下位領域で.71から.88と十分な値を示し、高い信頼性が得られた。カテゴリカル因子分
析を実施して、1因子構造であることを確認した。自閉症児 30名と、定型発達児（一般小学生
と一般幼稚園児。SCQ がカットオフを超えた者はいない）157 名を比べると、「ことばのつかい
かたテスト」の総正答数は有意に自閉症群が低かった。判別分析の結果「ことばのつかいかた
テスト」は単独で 73％、CCC-2と組み合わせて 85％の判別率を得た（表１）。 
 
 

図１ IQ に差がない２つの自閉症児群の CCC-2 プロフィール 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
図３ CCC-2の社会的やりとり能力の逸脱群（SIDC）の標準化群と臨床群の連続性 
 

「ことばのつかいかたテスト」の総正答数、下位領域別の正答数と、CCC-2 の GCC 及び語用
能力関連４下位尺度の評価点の相関をとったところ、GCC はことばのつかいかたテストの過半
のパラメタと相関。CCC-2 の「定型化されたことば」はことばのつかいかたテストのどのパラ
メタとも相関がない。「間接依頼」は CCC-2 の４パラメタで相関がない。「総正答数」は CCC-2
の語用的側面の４つと相関がある。ただし係数は低い。「ことばのつかいかたテスト」は CCC-2
と一部重複するものの異なる語用能力の側面をとらえていることが示された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図４ ことばのつかいかたテストの正答数の年齢別の変化 
 
表１ ことばのつかいかたテスト単独、CCC-2合併での自閉症判別率 
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